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と
い
つ
た
ユ
ー
ザ
ー

の
不
満
が
あ

っ
た
。

リ
ッ
プ
ル
社
は
こ

う
し
た
課
題
を
ブ
ロ

ツ
ク
チ
エ
ー
ン
の
技

術
を
使

っ
て
解
決
し

よ

つヽ
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
プ
ロ

ジ

エ
ク
ト
に
参
加
し

た
銀
行
同
士
を
ブ
ロ

ツ
ク
チ
エ
ー
ン
の
ネ
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さ
に
新
旧
対
立
の
構
図
だ
っ
た
。

昨
年
１０
月
、
ヵ
ナ
ダ
で
世
界
各

国
の
主
要
な
金
融
機
関
の
幹
部
や
中
央

銀
行
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
た
国
際
会

議

「Ｓ
ｉ
ｂ
ｏ
ｓ
」
（サ
ィ
ボ
ス
）
が

開
催
さ
れ
た
。
資
金
決
済
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
各
分
野
の
最
新
テ
ー
マ
で

議
論
が
交
わ
さ
れ
る
、
金
融
界
で
は
世

界
最
大
級
の
国
際
会
議
だ
。

サ
イ
ボ
ス
か
ら
程
近
い
会
場
で
は
、

「
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
六
ス
ゥ
ェ
ル
）
と
名
付
け

ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
。

開
催
者
は
米
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ

国
際
送
金
業
務
に
新
勢
力

金
融
に
も
た
ら
す
颯
鱚

麗
澤
大
学
教
授
争
中
島
真
志

現
在
、
国
境
を
越
え
て
資
金
を
移
動

さ
せ
る
際
、
ス
イ
フ
ト
が
国
際
的
な
送

金
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
通
信
を

一
手
に
手
掛

け
て
お
り
、
世
界
２
０
０
カ
国
以
上

・

１
万
１
０
０
０
以
上
の
金
融
機
関
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
国
際
送
金

は
事
実
上
、
ス
イ
フ
ト
の
掴
際
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
独
占
状
態
だ
っ
た
の
だ
。

だ
が
こ
の
仕
組
み
は
、
人
手
を
介
す

る
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
、
送
金
銀
行

（Ａ

国
）
と
受
取
銀
行

（Ｄ
国
）
の
間
に
複

数
の
中
継
銀
行
が
入
る
ケ
ー
ス
も
ぁ
る

た
め

（左
否
上
図
）、
①
相
手
先

へ
の

着
金
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
、
②
送
金

の
手
数
料
が
高
い

（日
本
円
で
約
５
０

０
０
円
程
度
）
、
③
着
金
す
る
ま
で
最

終
的
な
手
数
料
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、

「遅
く
て
、
高
く
て
、
わ
か
り
に
く
い
」

ブ
ロ
ツ
ク
チ
ェ
ト
ン
が

―
の
リ
ッ
プ
ル
社
だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
技
術
を
使
っ
て
国
際
送
金
を
行
う

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

リ
ッ
プ
ル
社
は
こ
れ
ま
で
サ
イ
ボ
ス

の
出
展
企
業
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ヘ
の
参
加
を
募

っ
て
い
た
。
世
界
の
有

力
金
融
機
関
が
こ
れ
に
続
々
と
参
画
し

て
お
り
、
そ
の
数
は
１
０
０
行
を
超
え

る
。
急
速
に
存
在
感
を
高
め
る
中
、
昨

年
は
サ
イ
ボ
ス
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

独
自
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
の
だ
。
基
調

講
演
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
前
Ｆ
Ｒ
Ｂ

（米
国
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
）
議
長

の
ベ
ン
・
バ
ー
ナ
ン
キ
氏
を
招
く
な
ど
、

相
当
な
力
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
。

サ
イ
ボ
ス
を
主
催
す
る
の
は
ベ
ル
ギ

ー
に
本
部
を
置
く
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

（ス
イ

フ
ト
）
と
い
う
団
体
で
あ
り
、
国
際
的

な
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
で
送
金
に
関
す
る
メ

ツ
セ
ー
ジ
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
世
界
中
の

銀
行
に
提
供
し
て
い
る
。
「
サ
イ
ボ
ス

ｖＳ，ス
ウ
エ
ル
」
は
、
「
ス
イ
フ
ト
ｖｓ．リ

ツ
プ
ル
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。

事
実
上
の
独
占
に

風
穴
を
開
け
る
動
き

ツ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
中
継
銀
行
が
介

在
し
な
い
形
で
国
際
送
金
を
安
価
か
つ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う
こ
と
が
目
的
だ
。

た
と
え
ば
、
ス
イ
フ
ト
を
介
し
た
従

来
の
仕
組
み
で
ス
ペ
イ
ン
か
ら
メ
キ
シ

コ
ま
で
４
日
間
か
か
っ
て
い
た
送
金
は
、

数
秒
で
完
了
す
る
こ
と
が
実
証
実
験
で

確
認
さ
れ
て
い
る
。
リ
ッ
プ
ル
社
は
ブ

ロ
ツ
ク
チ
エ
ー
ン
の
活
用
で
従
来
の
送

金
よ
り
も
コ
ス
ト
を
約
６
割
削
減
で
き

る
と
も
試
算
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
２
０
１
６

年
か
ら
世
界
の
有
力
銀
行
の
参
加
が
相

次
い
で
お
り
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
の
大
手

銀
行
の
ほ
か
、
日
本
の
メ
ガ
バ
ン
ク
３

行
も
名
を
連
ね
る
。
参
加
銀
行
の
拡
大

で
、
す
で
に
３０
ヵ
国
近
く
の
間
で
国
際

送
金
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

取
扱
件
数
の
多
い
大
手
銀
行
間
の
国

際
送
金
が
リ
ッ
プ
ル
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

ス
イ
フ
ト
は
主
導
権
を
奪
わ
れ
か
ね
な



圏国際送金の時間に大きな違い

い
。
そ
こ
で
、
ス
イ
フ
ト
は
従
来
の
仕

組
み
を
見
直
し
、
国
際
送
金
の
即
日
着

金
、
手
数
料
の
透
明
性
、
送
金
処
理
の

追
跡
可
能
性
な
ど
を
確
保
す
る
た
め
の

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
対
抗

姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

リ
ッ
プ
ル
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
グ

ロ
ー
バ
ル
で
拡
大
し
て
い
る
の
と
並
行

し
、
日
本
で
も
こ
の
仕
組
み
を
利
用
し

て
、
海
外
送
金
や
国
内
送
金
を
行
お
う

と
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
が

∽
四

″
り
り
申①
＞
∽ご

（Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル

デ
イ
ン
グ
ス
と
リ
ツ
プ
ル
社
の
合
弁
会

社
）
の
下
で
形
成
さ
れ
た
「内
外
為
替

一

元
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
で
、
国
内
６‐

行
の
金
融
機
関
が
参
加
し
て
い
る
。

す
で
に
実
証
実
験
を
済
ま
せ
て
お
り
、

早
け
れ
ば
今
年
３
月
に
も
数
行
が
リ
ッ

プ
ル
社
？
ン
ろ
ア
ム

を
使
っ
た
送
金
サ
ー

ビ
ス
を
商
用
化
す
る

予
定
で
、
手
数
料
は

従
来
の
１０
分
の
１
程

度
に
な
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。
ブ
ロ

ツ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
使

つ
た
企
業
の
実
証
実

験
は
数
多
く
あ
る
が
、
実
用
化
に
至
っ

た
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
ま
だ
少
な
い
。
そ

れ
だ
け
に
、
具
体
的
な
手
数
料
や
サ
ー

ビ
ス
内
容
、
参
加
銀
行
が
ど
こ
ま
で
拡

大
す
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

プ
ロ
ツ
ク
チ
エ
ー
ン
は

ク
ロ
ー
ズ
ド
型
が
主
流
に

企
業
が
ブ
ロ
ッ
ク
チ
エ
ー
ン
の
利
用

を
考
え
る
う
え
で
は
、
オ
ー
プ
ン
型
と

ク
ロ
ー
ズ
ド
型
を
き
ち
ん
と
区
別
す
る

こ
と
が
重
要
だ

（中
段
表
）
。

オ
ー
プ
ン
型
は
参
加
者
を
限
定
せ
ず
、

誰
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
で
き
る
。

中
央
の
管
理
主
体
は
お
ら
ず
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
つ
て
運
営
の
仕
方
が
規
定
さ

れ
る
。
こ
の
仕
組
み
で
動
い
て
い
る
の

が
ビ
ツ
ト
コ
イ
ン
で
あ
る
。　
一
方
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
参
加
者
の

範
囲
を
限
定
す
る
の
が
ク

ロ
ー
ズ
ド
型
で
、
中
央
の

管
理
主
体
が
参
加
者
の
範

囲
を
決
め
、
全
体
の
仕
組

み
を
管
理
す
る
。
前
述
し

た
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
で
は
、

管
理
主
体
が
リ
ッ
プ
ル
社

で
、
特
定
の
参
加
者
が
金

融
機
関
と
な
る
。

ほ
か
に
も
、
金
融
界
で

行
わ
れ
て
い
る
実
証
実
験

は
も
つ
ぱ
ら
ク
ロ
ー
ズ
ド

型
だ
。
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
参
加
者
を
限
定
す
れ
ば
、

短
時
間
に
多
く
の
取
引
を
確
定
で
き
、

中
央
の
管
理
主
体
は
全
体
の
管
理
が
し

や
す
い
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
が
主
流
と

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

金
融
分
野
で
の
プ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

の
利
用
は
、
証
券
決
済
で
も
有
望
視
さ

れ
て
お
り
、
日
米
欧
や
ア
ジ
ア
な
ど
の

数
多
く
の
証
券
取
引
所
は
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
株
の
受
け
渡
し
を
行
う
実
証
実
験

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ほ
か
に
も
、
当

事
者
や
関
係
書
類
が
多
く
て
複
雑
な
ス

キ
ー
ム
の
貿
易
金
融
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

・
ロ
ー
ン

（複
数
の
金
融
機
関
が
協
調

し
て
行
う
融
資
）、
株
主
総
会
に
お
け

る
電
子
議
決
権
行
使
な
ど
、
実
証
実
験

は

一
段
と
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
高
い
信
頼
性
と
透
明
性
が

求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
金
融

。
証
券

取
引
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
エ
ー
ン
の
応
用

が
広
が
り
そ
う
だ
。
こ
れ
は
銀
行
や
証

券
会
社
が
行

っ
て
き
た
金
融
の
本
流
部

分
に
変
革
を
も
た
ら
す
動
き
と
い
え
る
。

業
界
は

「金
融
を
根
本
か
ら
変
革
す
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
の
認
識
を

一
段
と

強
め
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
エ
ー
ン
を

使
っ
た
利
便
性
の
高
い
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
を
い
か
に
生
み
出
し
て
い
け
る
か
は
、

金
融
界
に
と
つ
て
生
き
残
り
の
大
き
な

カ
ギ
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
国

な
か
じ
ま
。ま
さ
し
髪
１
９
８
１
年

一
橋
大
学
卒
業
、

日
本
銀
行
入
行
。
国
際
局
、
金
融
機
構
局
な
ど
を
経

て
２
０
０
６
年
か
ら
現
職
。
『Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
の
す
べ

て
Ｌ
ア
フ
タ
ー
・
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
』
な
ど
著
書
多
数
。

ゆおカネの流れ ―卜送金指示

送金

受取人
(D国 )

二躙[■]m2哩【輔□ ロュ
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(出所)上下の図表ともに『アフター・ビットコイン』(中島真志著。新潮社)
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